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養生マット
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断熱
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※ボイド内
0～1W/m2℃の範囲でモデルA
と合うように調整
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【断面図】
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【断面図】

※ボイド内を空気としてモ

デル化

空気の密度、比熱、熱伝

導率等を入力

モデルBのみ

※ボイド内は空気の流れが生じず滞留していると
考え、空気を実際にモデル化し、その周りの変化を
検証した。

【断面下半分】 【断面下半分】モデルB
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モデルA-空気モデル化 モデルB　：　熱伝達率　1W/m2℃ モデルB　：　熱伝達率　0W/m2℃
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モデルA-空気モデル化 モデルB　：　熱伝達率　1W/m2℃ モデルB　：　熱伝達率　0W/m2℃
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結果を非表示としている
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モデルAとほぼ同等の温度
0.2℃程度の差
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断熱モデル(熱伝達率0W/m2℃）の結果とほぼ一致した。
したがって、ボイド内の熱伝達率は断熱状態として設定して問題

ないと考えられる。

断熱モデル(熱伝達率0W/m2℃）の結果とほぼ一致した。
したがって、ボイド内の熱伝達率は断熱状態として設定して問題

ないと考えられる。


